
「自宅療養者向けハンドブック」の改訂
家庭内感染の現状 （1月20日モニタリング会議資料より）
✔ 直近の濃厚接触者における感染経路別の割合は、同居する人からの感染が51.6％
✔ 65歳以上の新規陽性者数も大きく増加。高齢者は、重症化リスクが高く、入院期間も長期化する
ことが多いため、施設及び家庭内での徹底した感染防止対策が重要

オミクロン対策
✔ オミクロン株においても基本的な感染予防策は同じだが、オミクロン株の感染力を踏まえると、こ
れまで以上に家庭内感染の予防に徹底して取り組んでいくことが重要

東京iCDC専門家ボード感染制御チームの意見を踏まえて「自宅療養者向けハンドブック」を改訂

換気対策
・２４ｈ換気システムや換気口、レンジフードの活用等を追記
表現をきめこまやかに、わかりやすく
・日中はできるだけ換気を ⇒ 小まめに換気を
・食事はできるだけ自分の部屋で ⇒ 食事は自分の部屋で。

できない場合は時間差で。
「家族で守ろう１０の約束」を作成
・自宅療養期間中のルールや困ったときの連絡先を１枚にまとめた
チェックリストを新たに作成

改訂の主なポイント
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